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全国各地で食育が展開されている１､ ２) が､ 島根県
においても同様で､ 小学校や保育園では毎日の給食
はもとより､ 家庭や地域とともに農業体験やクッキ












力の低下に関する報告５､ ６) も多い｡ これは､ 生活
経験の乏しさに他ならないと考える｡ 指導する側に
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表１ 平成20・21年度に実施した食育事業





















2 食生活診断 8月23日 〃 松江総合運動公園 コンピュータ診断
約10名
一般・子ども
























































































































また､ 各事業において､ ⑤その効果を評価し､ 今後
の展開に向けて活動内容を⑥まとめることを学生に






大学への提言－｣ (表１－№１) 及び ｢食事バラン


















ト ｢歌って踊って､ 食育を学ぼう｣ の選曲とダンス
の振り付け､ 鍋料理の提案と紹介､ 寸劇 ｢学生ライ
ブ授業｣ (図３左) のシナリオと実演､ 乳幼児ふれ
あいのための食育玩具の製作とパネル展示､ 食育ゲー
ム ｢食リンピック｣ (図３右) の教材作成などに取
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連携事業として､ 小学生を対象に食育授業 ｢しまね
特産品マップをつくろう｣ ｢身近にある食材・食品
を考えてみよう｣ 及び ｢あぶら・からだ・食事｣ を




食育推進全国大会 (島根大会) 参加後､ 松江市商
工会議所から地域活性化や農商工連携促進を目的と
するイベントへの協力要請があった｡ 子どもが楽し







るために －地域､ 学校､ 家庭の役割と大学への提












































プ｣ ｢まちがいさがし｣ ｢エプロンシアター｣ ｢食材




























・対談やパネルディスカッションでは､ 島根の現状を知ることができた｡ 県の取り組みには､ 農家の方とのふ






・自分自身が正しい食生活を行ったうえで､ 他人に ｢食育｣ をおこなうことができると思った｡










表３ 食育フォーラム ｢食事バランスガイドを考える｣ に参加した学生の感想 (参加学生 約50名)
(講演)
・他県独自のバランスガイドがあるのを聞いて､ 島根向きのバランスガイドがあるとよいと思った｡
・ある小学校の話が面白かった｡ みんなで米を作って､ どれだけ大変かもわかるし､ 米の大切さもわかる｡ 何
か食べ物を作ることはいいことだと思った｡




































表４ 第４回食育推進全国大会に参加した学生の感想 (参加学生 約80名)
(企画した立場から)
・準備の食育教材を作る段階では, 自分の再確認や, 初めて発見することなど多くの収穫があった｡ 教材は､
対象の立場になって, 分かりやすいか, 見やすいか, 楽しめるか, 何を伝えたいのかをはっきりさせて､ 最
も生きる効果を見つけ出すことはすごく難しい｡
・協力してもらうためには､ 皆と意見交換をしたり､ しっかり相手の話を聞いたり､ 伝達事項を皆に必ず伝え
ることの必要を実感した｡









































したほか､ 対象年齢､ 難易度､ 面白さ､ 理解度､ 改
善点についてアンケート調査を実施した｡ ｢まちが























から ｢是非､ 保育所に｣ との申し入れがあったが､




































































展開されなければならない｣ とし､ 国､ 地方公共団
体､ 保護者､ 教育関係者､ 農林漁業者､ 食品関連事
業者､ 国民等あらゆる分野の者にその責務を求め､
国は食育推進基本計画に基づいて財政上の措置を講
じ､ 食育を推進している｡ 言い換えれば､ 国民運動
としての展開を期待している｡
その食育基本法の制定を受けて､ 地域の活性化事
業や学生への支援事業として､ 外部資金 (ＧＰ) を
申請し､ 平成20年度の ｢学生支援ＧＰ｣ では東北福






























加え､ 地域に精通し､ 資金の調達､ 地域や民間企業
等の機能の活用､ 教育的視点など総合的にマネジメ
ントできる能力を備えた人材が不可欠である｡
ちなみに､ 山田10) は､ 産学官連携に携わる人材
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